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早
はや

いもので、私
わたし

たちＡＪＵ自立
じ り つ

の家
いえ

が建
た

てようとしている施設
し せ つ

に対
たい

し、地域
ち い き

のみなさま

からの反対
はんたい

の声
こえ

が届
とど

いて、もう１年
ねん

が流
なが

れました。残念
ざんねん

ながら、今年度中
こんねんどじゅう

に建設
けんせつ

に取
と

りか

かることは難
むずか

しい状 況
じょうきょう

となっています。が、名古屋市
な ご や し

の福祉
ふ く し

計画
けいかく

では、施設
し せ つ

や病院
びょういん

に

いる障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

社会
しゃかい

の中
なか

で、みなさんと同
おな

じように暮
く

らせる社会づくりをめざしていま

す。みなさまのご協 力
きょうりょく

でぜひ実現
じつげん

したいと願
ねが

っています。 

ＡＪＵ自立
じ り つ

の家
いえ

がめざす障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

施設
し せ つ

について、みなさまにもっと知
し

っていただ

き、ご理解
り か い

を得
え

られるよう、今後
こ ん ご

もチラシや説明会
せつめいかい

の中
なか

でお知らせしていきます。そして、

みなさまからのご質問
しつもん

やご意見
い け ん

にお答
こた

えしてまいります。よろしくお願
ねが

い申
もう

し上げます。

いろいろなお声
こえ

を届
とど

けていただいています。今回
こんかい

は、そのメッセージを紹介
しょうかい

させていた

だきます。 
 

賛成
さんせ い

の方
かた

も、反対
はんた い

の方
かた

も 

もっと話
はな

し合
あ

いませんか！？ 

福祉
ふくし

施設
しせ つ

を考
かんが

える会
かい

   舟橋
ふなはし

 勝
まさる

 

 

自立
じり つ

の家
いえ

が 私
わたし

の住
す

む松栄
しょうえい

学区
がっ く

に『多機能型
たき の う が た

の

福祉
ふく し

施設
しせ つ

』を建設
けんせつ

するという。 

そんな噂
うわさ

が耳
みみ

に届
とど

いたのは、昨年
さくねん

の夏
なつ

も終
おわ

りの

頃
ころ

だった。そのうち、建設予定地周辺
けんせつよていちしゅうへん

の町内
ちょうない

の

方々
かたがた

が、『施設建設
しせつけんせつ

の説明会
せつめいかい

』において強行
きょうこう

に

建設
けんせつ

反対
はんたい

を主張
しゅちょう

されたそうです。 

そして、建設
けんせつ

反対
はんたい

の署名
しょめい

も取
と

り組
く

まれたと聞
き

き

ました。反対
はんたい

の方
かた

に理由
りゆ う

をお聞
き

きすると、「アル

中
ちゅう

の人間
にんげん

がウロウロするから危険
きけん

でしょ」とか

「もしも事件
じけん

があったらどうするの？」と言
い

われ

ました。
 

 

私
わたし

は、それらの不安
ふあ ん

があることはよく理解
りかい

でき

ます。でも、障害者
しょうがいしゃ

の方々
かたがた

の社会
しゃかい

復帰
ふっ き

を支
ささ

える

施設
しせ つ

は必要
ひつよう

だと思
おも

います。 

説明会
せつめいかい

では「山
やま

の中
なか

につくれ！」といった意見
いけん

も

あったそうですが、施設
しせつ

は人
ひと

との関
かか

わりが多
おお

く、

ボランティアの確保
かくほ

ができる市街地
し が い ち

につくること

が大切
たいせつ

だと思
おも

います。 

市街地
し が い ち

にあることで家族
かぞ く

の見舞
み ま

いも容易
よう い

にな

り、障害者
しょうがいしゃ

が孤立
こり つ

することもなくなります。これ

こそが超高齢化社会
ちょうこうれいかしゃかい

にふさわしい『21世紀型
せいきがた

の

福祉
ふく し

施設
しせ つ

』だと思
おも

います。そういう意味
い み

では、自立
じり つ

の家
いえ

が計画
けいかく

した施設
しせ つ

は時代
じだ い

の要請
ようせい

に適
かな

っていると

思
おも

います。だから、名古屋市
な ご や し

も多額
たが く

の補助金
ほじょきん

を

計上
けいじょう

し、市会
しか い

議員
ぎい ん

もそれに賛成
さんせい

したのだと思
おも

いま

すがいかがでしょうか。
 

 

「福祉
ふく し

施設
しせ つ

は反対
はんたい

でないが、自分
じぶ ん

の町内
ちょうない

に建
た

つ

のは不安
ふあ ん

だな」と多
おお

くの人
ひと

が言
い

われます。そうで

あれば、自
みずか

らの「不安
ふあ ん

」を解消
かいしょう

するため『安全
あんぜん

で

安心
あんしん

な施設
しせ つ

づくり』を目指
め ざ

して名古屋市
な ご や し

と話
はな

し合
あ

い、お互
たが

い知恵
ち え

を出
だ

すことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますが

いかがでしょう。
 

 

おおいに話
はな

し合
あ

い、皆
みな

さんが安心
あんしん

できる『福祉
ふく し

施設
しせ つ

』を模索
もさ く

しませんか。 

最後
さい ご

ですが、御器所
ご き そ

学区
がっ く

のある町内
ちょうない

には『建設
けんせつ

絶対
ぜったい

反対
はんたい

』のステッカーが目立
め だ

ちますが、「意見
いけん

表明
ひょうめい

」手段
しゅだん

であることはわかります。 

しかし、町内
ちょうない

に住
す

む障害者
しょうがいしゃ

、自立
じり つ

の家
いえ

に通
かよ

う

障害者
しょうがいしゃ

の方々
かたがた

の気持
き も

ちは、いかばかりでしょう

か。もうすこし違
ちが

った表現方法
ひょうげんほうほう

はないでしょう

か。ご検討
けんとう

いただけることをお願
ねが

い致
いた

します。 

地
域
の
み
な
さ
ま
へ
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 1月
がつ

18日
にち

（金
きん

）午後
ご ご

7時
じ

より、恵方町
えほうちょう

カトリック教会
きょうかい

にて、名古屋市
な ご や し

とＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

による説明会
せつめいかい

が開
ひら

かれました。その経緯
けいい

や説明会
せつめいかい

の様子
よう す

をお知
し

らせいたします。 

とても寒
さむ

い夜
よる

でしたが、御器所
ご き そ

学区
がっ く

・松栄学区
しょうえいがっく

地域
ちい き

に住
す

まわれる方
かた

が１０名
めい

、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

が７名
めい

、教会
きょうかい

の方
かた

３名
めい

と、名古屋市
な ご や し

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

課
か

から秋山課長
あきやまやまかちょう

、熊沢
くまざわ

主幹
しゅかん

、木村
きむ ら

係 長
かかりちょう

、

浦山
うらやま

主査
しゅ さ

の４名
めい

およびＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

３名
めい

を含
ふく

む３０余名
よめ い

の集
あつ

まりでした。 

今回
こんかい

の説明会
せつめいかい

では、いろいろな立場
たちば

の方
かた

が参加
さん か

してくださいました。精神
せいしん

障害
しょうがい

の当事者
とうじしゃ

や町内
ちょうない

で反対
はんたい

署名
しょめい

を集
あつ

めた人
ひと

、町内
ちょうない

で反対
はんたい

の人
ひと

の声
こえ

を聞
き

くがよくわからないから詳
くわ

しく

知
し

りたいという人
ひと

、日常
にちじょう

の生活
せいかつ

の中
なか

で精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

えている人
ひと

、建設
けんせつ

賛成
さんせい

の人
ひと

な

ど、率直
そっちょく

な意見
いけ ん

が多
おお

くありました。 

 

 

¾ はじめに－説明会
せつめいかい

開催
かいさい

の経緯
け い い

について 

「地域
ちい き

の反対
はんたい

の人
ひと

の声
こえ

とＡＪＵの説明
せつめい

に乖離
かい り

があ

る」「正
ただ

しく知
し

りたい」などの地域
ちいき

の方
かた

からの声
こえ

があ

り、松栄
しょうえい

学区
がっ く

に住
す

まわれる方
かた

からの希望
きぼ う

で、名古屋市
な ご や し

とＡＪＵ双方
そうほう

からの説明
せつめい

を聞
き

きたいとのことで、

説明会
せつめいかい

開催
かいさい

のはこびとなりました。 

これまでの説明
せつめい

会同
かいどう

様
よう

、名古屋市
な ご や し

作成
さくせい

の資料
しりょう

によ

り、秋山
あきやま

課長
かちょう

より施設
しせ つ

概要
がいよう

と、名古屋市
な ご や し

の障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

や障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

にもとづいて「こうした施設
しせつ

は

必要
ひつよう

なので、必
かなら

ず作
つく

ります」という説明
せつめい

がありまし

た。
 

 

そしてＡＪＵの山田
やまだ

より、障害者
しょうがいしゃ

が施設
しせ つ

へ収容
しゅうよう

され

た時代
じだ い

の話
はなし

、障害者
しょうがいしゃ

の働
はたら

く場
ば

の現状
げんじょう

、ＡＪＵが取
と

り組
く

んだアルコール依存症
いぞんしょう

支援
しえ ん

施設
しせ つ

づくりの経過
けい か

、

自立
じり つ

支援法
しえんほう

の施行
しこ う

により精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

 

への支援
しえ ん

を含
ふく

めた施設
しせ つ

づくり、昨年
さくねん

２ 

月
がつ

から始
はじ

まった地域
ちい き

の反対
はんたい

運動
うんどう

などを 

説明
せつめい

しました。 

¾ 参加
さ ん か

の方々
かたがた

からのご発言
はつげん

やご意見
い け ん

 

《障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

から》 

「自分
じぶ ん

は精神
せいしん

障害
しょうがい

の当事者
とうじしゃ

です」の自己紹介
じこしょうかい

とと

もに、「治療
ちりょう

と支援
しえ ん

機関
きか ん

があれば、みなさんと同
おな

じよ

うな生活
せいかつ

ができる」ということを4人
にん

の方
かた

が次々
つぎつぎ

と語
かた

られました。また、統合失調症
とうごうしっちょうしょう

やそううつ病
びょう

など

についても実体験
じったいけん

をもとに説明
せつめい

されました。
 

 

・統合失調症
とうごうしっちょうしょう

は 100人
にん

に１人
ひと り

いる。うつ病
びょう

は一生
いっしょう

の内
うち

に５人
にん

に１人
にん

はかかると言
い

われるくらい身近
みぢか

な存在
そんざい

であることをわかってほしい。 
 

・10年
ねん

20年
ねん

、病気
びょうき

と長
なが

くつきあっている。 
 

・精神
せいしん

障害
しょうがい

はきちんと治療
ちりょう

すれば、他人
たに ん

に害
がい

を与
あた

え

るものではなく、むしろ自分
じぶん

をいじめてしまう

障害
しょうがい

。 
 

・薬
くすり

を服用
ふくよう

しながら、仲間
なか ま

と語
かた

り合
あ

う場
ば

があれば、心
こころ

を安定
あんてい

させることができる。 
 

・住民
じゅうみん

の人
ひと

たち、周
まわ

りの人
ひと

たちから手
て

をさしのべて

ほしい。
 

 
 

・精神
せいしん

の人
ひと

は、接
せっ

してもらえばわかる。みんな普通
ふつう

の

人
ひと

で、どこにでもいる人
ひと

。 

《松栄学区
しょうえいがっく

・御器所学区
ご き そ が っ く

の方々
かたがた

から》 

・施設
しせ つ

ができることを聞
き

いて、はじめは関心
かんしん

がなかっ

た。反対
はんたい

の人
ひと

の声
こえ

が聞
き

こえてきて、なぜ反対
はんたい

かわか

らなかった。4800の反対
はんたい

署名
しょめい

で市
し

に圧力
あつりょく

をかけ

たのはおかしいと思
おも

った。 
 

・ＡＪＵがあることで、メリットもあると思
おも

う。町
まち

の

人
ひと

が障害者
しょうがいしゃ

に優
やさ

しく接
せっ

しているのを子
こ

どもたちも

見
み

ているので、その子
こ

たちはやさしくなれる。 
 

・多機能型
たき の う が た

施設
しせ つ

を市街地
し が い ち

に作
つく

ることは大事
だい じ

であり、

名古屋市
な ご や し

の考
かんが

えにも大賛成
だいさんせい

。 
 

・一部
いち ぶ

の町内
ちょうない

が反対
はんたい

といっているが、他
た

の町内
ちょうない

の人
ひと

は施設
しせ つ

建設
けんせつ

のことすら知
し

らない。それを市
し

が反対
はんたい

し

説
明
会

せ

つ

め

い

か

い

だ
よ
り 
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ているととらえるのは正
ただ

しくないと思
おも

う。反対
はんたい

署名
しょめい

もきわめて強引
ごういん

にとっていると何人
なんにん

かの人
ひと

からも

聞
き

いている。
 

 

 

 

 

 

 

・反対
はんたい

署名
しょめい

について町内
ちょうない

役員
やくいん

から頼
たの

まれて断
ことわ

れずに

集
あつ

めた。「よくわからんけど集
あつ

めてくれ」と言
い

われ

た。３分
ぶん

の１から４分
ぶん

の１の人
ひと

が署名
しょめい

した。
 

 
 

・集
あつ

めに行
い

った先
さき

で、「障害者
しょうがいしゃ

なんて関係
かんけい

ないと思
おも

っ

ているかもしれないが、年
とし

を取
と

れば誰
だれ

でも 体
からだ

が

不自由
ふ じ ゆ う

になる」「自分
じぶ ん

たちの問題
もんだい

と考
かんが

えたら反対
はんたい

運動
うんどう

できないはず」と言
い

われ、恥
は

ずかしかった。 
 

・家族
かぞ く

から「反対
はんたい

署名
しょめい

集
あつ

めるなんてとんでもない」と

言
い

われた。 
 

・ＡＪＵへも行
い

ったことないし知
し

らないことばかり。

理解
りかい

する場
ば

をあちこちで開
ひら

いてほしい。交流
こうりゅう

する

場
ば

を作
つく

ることが必要
ひつよう

。 
 

・自分
じぶ ん

は賛成
さんせい

だが、反対
はんたい

意見
いけ ん

も聞
き

いた上
うえ

で冷静
れいせい

に判断
はんだん

したい。予算
よさ ん

執行
しっこう

についても聞
き

きたい。 
 

・近所
きんじょ

のひとり暮
ぐ

らしで精神
せいしん

障害
しょうがい

を持
も

つ人
にん

を支
ささ

えて

いるが、この先
さき

が心配
しんぱい

。市
し

の政策
せいさく

はとても大事
だい じ

なの

で、ぜひ進
すす

めてほしい。 
 

・組長
くみちょう

をする家族
かぞ く

が反対
はんたい

署名
しょめい

に自分
じぶ ん

の名
な

を書
か

いた。上
うえ

から言
い

われたかららしい。自分
じぶん

は賛成
さんせい

署名
しょめい

した。 
 

 

・理解
りか い

が深
ふか

められるように一緒
いっしょ

になって、障害者
しょうがいしゃ

が困
こま

っていたら町内
ちょうない

の人
ひと

が声
こえ

をかけられるように、い

ろんな場
ば

を作
つく

ってもらいたい。 
 

・地域
ちい き

の人
ひと

は「施設
しせ つ

があるから安全
あんぜん

」では、納得
なっとく

しな

い。住民
じゅうみん

はどういう人
ひと

が来
く

るかわからないので、

利用者
りようしゃ

の 状 況
じょうきょう

をもっと詳
くわ

しく説明
せつめい

しないといけ

ない。今日
きょう

参加
さん か

した当事者
とうじしゃ

も一緒
いっしょ

に説明
せつめい

するなどの

工夫
くふ う

が必要
ひつよう

。 
 

・正論
せいろん

で言
い

われると逆
ぎゃく

に感情的
かんじょうてき

になってしまう恐
おそ

れ

があります。疑問
ぎもん

に一
ひと

つひとつ答
こた

えることが必要
ひつよう

。 
 

・きめ細
こま

かく説明
せつめい

していくことで、建設
けんせつ

に理解
りか い

が得
え

ら

れると思
おも

う。 

¾ 会場
かいじょう

の方
かた

から名古屋市
な ご や し

への質問
しつもん

とお願
ねが

い 

① 「福祉
ふく し

施設
しせ つ

を 考
かんが

える会
かい

」が主催
しゅさい

する説明会
せつめいかい

や、

賛成
さんせい

の人
ひと

も反対
はんたい

の人
ひと

も真摯
しん し

に話
はな

し合
あ

う場
ば

があった

ら、名古屋市
な ご や し

も来
き

てくれるか？ 

② 賛成
さんせい

署名
しょめい

約
やく

６０００は、地域
ちい き

の了解
りょうかい

が得
え

られたの

ではないか。附帯決議
ふたい け つ ぎ

はあるが、予算執行
よさんしっこう

を速
すみ

や

かにできるか？ 

③ 全国
ぜんこく

にも反対
はんたい

運動
うんどう

は結構
けっこう

あるはず。 行政
ぎょうせい

が

積極的
せっきょくてき

に対応
たいおう

した事例
じれ い

や、住民
じゅうみん

の理解
りか い

を得
え

た

運動
うんどう

等
とう

の経験
けいけん

を教
おし

えてほしい 

④ 1.6億円
おくえん

の予算
よさ ん

は、単年度
たんねんど

予算
よさ ん

だと思
おも

うが、３月末
がつまつ

を迎
むか

えると執行
しっこう

はどうなるのか。予算
よさん

を流
なが

すとし

たらとんでもないと思
おも

う。課長
かちょう

の「市
し

としては実行
じっこう

していく」旨
むね

の発言
はつげん

、心強
こころづよ

く思
おも

う。 

⑤ こういう施設
しせ つ

を作
つく

るためにより一層
いっそう

がんばってほ

しい。
 

 

¾ 名古屋市
な ご や し

からの回答
かいとう

 

・説明会
せつめいかい

の場
ば

には、市
し

は必
かなら

ず出席
しゅっせき

します。 

・予算
よさ ん

執行
しっこう

については、現実
げんじつ

問題
もんだい

、この時期
じ き

としては、

19年度
ねん ど

予算
よさ ん

執行
しっこう

はむずかしい。たぶんできない。

申
もう

し訳
わけ

ない。市
し

としては、あきらめたわけではな

い。いろんな場
ば

を作
つく

って賛成
さんせい

してもらえる輪
わ

を拡
ひろ

げていきたい。 

・叱咤
しっ た

激励
げきれい

と受
う

け止
と

めて、努力
どりょく

が足
た

らず、これからも

いろいろと後押
あとお

しいただき 

ながらやっていきたい。
 

 

 

¾ 最後
さ い ご

にＡＪＵより 

率直
そっちょく

で、貴重
きちょう

なご意見
いけ ん

たくさんありがとうござい

ました。
 

 

今後
こん ご

も賛成
さんせい

の人
ひと

も反対
はんたい

の人
ひと

も一緒
いっしょ

に議論
ぎろ ん

できる場
ば

を持
も

ちたいと思
おも

います。参加
さん か

してくださった精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

のみなさんもどうか応援
おうえん

してください。
 

 

（文責
ぶんせき

：ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

） 
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身近
みぢか

な人
ひと

の命
いのち

を守
まも

るために 

と救急救命
きゅうきゅうきゅうめい

セミナーについて 

「ＡＥＤと救 急 救 命
きゅうきゅうきゅうめい

セミナー」開催
かいさい

のお知
し

らせです。ＡＥＤはすぐ近
ち

くにあって、使
つか

えるようにな

ることで、人命
じんめい

を寸前
すんぜん

のところで救
すく

うことができます。ＡＪＵでもこのたびＡＥＤを設置
せっち

いたしました。

このセミナーはＡＥＤを地域
ちいき

住民
じゅうみん

の方
かた

に広
ひろ

く知
し

っていただくとともに、相互
そうご

援助
えんじょ

の精神
せいしん

のもとに、いざ

というときのためにその使用方法
しようほうほう

と救 急 救 命
きゅうきゅうきゅうめい

の基礎
き そ

を地域
ちい き

住民
じゅうみん

の方
かた

とともにマスターしようと開催
かいさい

するものです。
 

 

日
にち

 時
じ

  平
へい

成
せい

２０年
ねん

３月
がつ

８日
にち

（土）
どよ う

 １３：００～１６：３０ 

場
ば

 所
しょ

  カトリック恵方町
えほうちょう

教会
きょうかい

ホール 名古屋市
な ご や し

昭和区
しょうわく

恵方町
えほうちょう

2-15 

参加費
さ ん か ひ

  無料
むりょう

 

定
てい

 員
いん

  １５名
めい

（定員
ていいん

になり次第
しだ い

締
し

めきらせていただきます） 

今回
こんかい

は消防署
しょうぼうしょ

より人体
じんたい

の模型
もけ い

を使用
しよ う

して講習
こうしゅう

を行
おこな

うため人数
にんずう

に制限
せいげん

があります。 

ぜひお早
はや

めにお申
もう

し込
こ

みください。また、今後
こんご

もセミナーを続
つづ

けてまいります。 

主
しゅ

 催
さい

  福祉
ふく し

施設
しせ つ

を考
かんが

える会
かい

、社会
しゃかい

福祉
ふく し

法人
ほうじん

ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

 

後
こう

 援
えん

  御器所消防団
ごきそしょうぼうだん

、昭和区
しょうわく

役所
やくしょ

、昭和区
しょうわく

社会
しゃかい

福祉
ふく し

協議会
きょうぎかい

 

お申
もう

し込
こ

みおよび問
と

い合
あ

わせ先
さき

 

社会
しゃかい

福祉
ふく し

法人
ほうじん

ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

 ＡＥＤセミナー実行
じっこう

委員会
いいんかい

 担当
たんとう

：鬼頭
きと う

義徳
よしのり

 

TEL 052-841-6677 FAX 052-841-6622 kito@aju-cil.com 

 

①電源を入れる 

②電極パッドを傷病者の胸部に貼る 

③AEDが自動的に傷病者の心電図を解析する 

④AEDから除細動の指示が出たら、除細動ボタンを押す 

 

今後
こ ん ご

も施設説明会
し せ つ せ つ め い か い

を開催
か い さ い

します 

ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

では、多機能型施設
たきの う が た し せ つ

とはどんな施設
しせ つ

かについて、今後
こん ご

も名古屋市
な ご や し

と 協 力
きょうりょく

しながら

説明会
せつめいかい

を開催
かいさい

していきます。日時
にちじ

などはおってお知
し

らせいたします。 

施設
しせ つ

建設
けんせつ

を求
もと

め署名
しょめい

した方
かた

も、施設
しせ つ

反対
はんたい

の署名
しょめい

をされた方
かた

も、ぜひ参加
さん か

していただき、どんな施設
しせつ

か、

どんな人
ひと

が利用
りよ う

するか、何
なん

のための施設
しせ つ

か等々
とうとう

について、判断
はんだん

をしていただければと、ＡＪＵ自立
じりつ

の家
いえ

は

願
ねが

っています。あなたの参加
さんか

をお待
ま

ちしております。 
 
 

 

社会
しゃかい

福祉
ふく し

法人
ほうじん

ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

 名古屋市
な ご や し

昭和区
しょうわく

恵方町
えほうちょう

２－１５ 

常 務 理 事
じ ょ う む り じ

 山田昭義
やまだあきよし

 TEL ８４１－５５５４ 

施設準備室
しせつじゅんびしつ

 鬼頭義徳
きとうよしのり

、小山秀隆
こやまひでたか

 FAX ８４１－２２２１ 

 ｉｎｆｏ＠ａｊｕ－ｃｉｌ．ｃｏｍ 

おまちして

おります。 

◆ 今後
こんご

もさまざまな形
かたち

でみなさんの疑問
ぎもん

の声
こえ

に答
こた

えていきます。 

電話
でんわ

、ファックス、メールなどで、ご意見
いけん

、ご要望
ようぼう

をお寄
よ

せ下
くだ

さい。


